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午前10時00分 再開 

○七夕委員長 

 おはようございます。 

 本日の出席委員は９名で、全委員が出席してお

ります。 

 ただいまから、平成24年度各会計決算審査特別

委員会を開きます。 

 本日の審査日程は、認定第１号平成24年度網走

市各会計歳入歳出決算について及び認定第２号平

成24年度網走市水道事業会計の利益の処分及び決

算についての取りまとめを行います。 

 初めに、認定第１号について、各委員から賛

否、認定、不認定と総括的な意見について発言し

ていただきます。 

 なお、前年度は付帯意見をつけることなく結審

をいたしましたが、この付帯意見を付すか否かに

ついてもあわせて発言をお願いいたします。 

 金兵委員。 

○金兵委員 

 まず認定第１号なのですけれども、一般会計に

つきましては10年連続単年度黒字ということで、

財政再建についての取り組みは一定程度、評価し

たいというふうには思います。 

 ただ、その影響を受ける経済対策については、

さらなる積極的な取り組みを求めたいというふう

に思います。 

 また、市民生活に直結する予算については、可

能な限り削減しないという方向性を持った市政運

営に努めていただきたいというふうに思います。 

 さらに、補助金の支出を伴う事業については、

もう少し主体性があってもいいのではないかと感

じることも少なからずあったということを申し添

えさせていただきます。 

 特別会計については、能取漁港、網走港を初め

とした特別会計の赤字削減に引き続き全庁的な取

り組みを推し進めていただきたいというふうに思

います。 

 以上を踏まえまして、私としては付帯意見を付

して認定したいというふうに考えます。 

 以上です。 

○飯田委員 

 ３日間にわたって審査しました。 

 全体として基金を取り崩すことなく黒字になっ

たということです。これは、これで評価しなけれ

ばならないですけれども、依然として自主財源の

割合が少ない財政構造ということは、監査委員の

決算審査意見書を見れば明らかだと思います。財

政力指数とか、経常収支比率だとか、実質公債費

比率は下がりましたけれども、これまた油断でき

る状態ではありません。 

 債務の全体から見ると網走市の余裕ある財源で

なしに、自由に比較的使える財源と言われ、経常

一般財源において、経常収支比率の問題も私たち

議論してきましたけれども、経常収支比率は家庭

でいうエンゲル係数と同じで、これをどこに使う

かと、特に平成23年度に比べて経常収支比率は１

％上がってはいるのですけれども、これに左右さ

れることない財源もあるということで今回、議論

しました。 

 特に決算年度における不用額だとか、特別交付

税だとか、やり繰りの関係で財源が生まれるとい

うことも明らかになりました。 

 しかし、結果的には第３次行革によるマンパ

ワーの削減等で実質、実際定数は381人なのです

けれども、350人台にとどまっていますし、相次

ぐ給料、退職金の削減で職員のモチベーション低

下などがあって、それと同時に基本的な政策展開

には至らないという点で基本的には決算には反対

ということです。 

 特別会計なのですけれども、市有財産特別会

計、これは潮見の地盤沈下対策に24年度までとう

とう24億円を越す真水が投入されたと、本来、市

有財産というのはプラスを生むという財産だと言

われているのですが、網走は地盤沈下のほかに基

金投入で能取に財産を買ってやるだとか、そうい

うことでなっています。 

 今後もこれらの潮見の地盤沈下に対応しなけれ

ばならないということで、もとの市政の負の遺産

ということで認められない。 

 国保会計ですけれども、平成23年度は現金で

4,100円の引き下げを行ったのですが、その後、

再び国保財政が悪化して上げざるを得ないという

のが24年です。これも25年度まで続いて、賦課限

度額は上げないということになったのですけれど

も、依然として低所得層、特に中間所得層は滞納

の割合がほかの層に比べて多いということから、

これは、根本的には国の負担割合の減少も根本的

にはあるのですけれども、その中で法定外繰り入

れをして解決するべき問題があるということと同

時に短期証だとか、資格証明書の関係でも基本的
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には賛成できないということで反対です。 

 網走港整備特別会計、これは国の財政健全化法

でいう不良債権にはなっていないのですけれど

も、価格を２年前に改定しまして、割引までつけ

て売って、一部売れたのですけれども、これまた

15億円近くの繰上充用金という借金を背負って、

低金利であるから現在持っている会計なのですけ

れども、金利政策がかわればすぐさま赤字という

か、第２の能取と言われるぐらいの会計ですの

で、これも基本的には賛成できないということで

す。 

 能取漁港なのですけれども、これは最大57億円

の繰上充用金があったやつを40億円の地総債事業

だとか、さまざまなというか23億5,000万円の基

金投入で、現在６億9,000万円までいっていま

す。ただこの価格が３分の１まで下げて、売っ

て、全部売れたとしても9,000万円ほどの債務が

残る、債務というか債務超過という会計です。も

との市政の最大の負の遺産とはいえ、今後、売れ

る見通しもなく、これも反対という立場です。 

 それから流氷館特別会計ですけれども、これは

平成22年度、23年度にわかったのですけれども、

結果的には本来、流氷館を建てたときに人口債と

いいまして入館料で全て運営と借金を返している

ので許可になった会計です。 

 当初の見込みより大幅な増収があって、それを

基金に積み立てて、過去大幅なリニューアルを

やったのですけれども、平成17年ごろから悪化し

まして、22年には破綻したということなのですけ

れども、新しい流氷館建てかえ計画があるにせ

よ、現在の流氷館会計は24年度で2,500万円以上

の一般会計を投入していかざるを得ないという、

営業努力を指摘しましたけれども、なかなかそこ

は改善できないと、基本的には反対という立場で

す。 

 後期高齢者医療特別会計、これも75歳以上の別

囲いの医療で、老人保険が廃止になって後期高齢

者も廃止の予定が先送りされて３年目ということ

になります。 

 この会計も２年ごとの自動値上げですし、これ

も自動天引きということで介護保険と同様です。

年金生活者、後期高齢者には大変な会計だという

ことで、広域連合で市のかかわる範囲が非常に狭

いですけれども、基本的には反対です。 

 以上、一般会計と特別会計に反対する立場を表

明して私の意見を終わります。 

○山田委員 

 私は、平成24年度網走市各会計歳入歳出決算に

ついては認定をいたしたいと思います。 

 第３次行政改革推進計画をもとに、平成23年度

より財政の健全化と市民満足の向上に向けた事業

を行い、平成24年度も一般会計が黒字化、黒字決

算されたことにつきましては評価をいたします。 

 今後とも、財政の安定化を図るため、適切な管

理と執行を望むものであります。 

 市民生活は、今後、公共料金の値上げや増税な

ど、極めて厳しい状況が続くと想定されます。市

民満足の向上のために山積する課題に柔軟に対応

していくこと、財政再建の取り組みを着実に推進

し、限られた財産、財源を効率的に活用し、今後

とも行財政運営に努めていただきたいと思ってお

ります。 

 特別会計につきましては、引き続き安定的な健

全運営、経営、会計の健全化に努めていただきた

いというふうに思っております。 

 付帯意見につきましては、つけないということ

で認定いたします。 

○井戸委員 

 認定第１号平成24年度網走市各会計歳入歳出決

算についてですが、単年度ベースで平成15年から

10年間、連続で順調に黒字を達成しております。 

 しかし、経常収支比率、実質公債費比率を見ま

すと、依然として高どまりをしております。 

 人口減少等に関係する部分としては市税の収入

状況の減など、地域経済が低迷する中で厳しい状

況にあるとは思いますが、納税の強化の対策を図

るなど、しっかりと取り組んでいただきたいと思

います。 

 加えて、今後さらなる財政再建を進めるよう、

引き続き努力を望みます。 

 また、今後、多額の予算を投じなければならな

い大型事業も控えております。慎重な事業計画を

立て、しっかりと取り組んでいただきたいという

ふうに思います。 

 削れる部分はきっちり削減し、一方で市民生活

に直結するような部分においては、予算をきっち

りつけていくよう努めていただきたいというふう

に思います。 

 そして、累積赤字を抱える特別会計につきまし

ては、保有地の売却、活用を今後も積極的に進め



 

－ 177 －

ていただきたいというふうに考えております。 

 平成24年度決算につきましては、財政の健全化

と市民満足を目指して努力している姿勢が強く見

られます。 

 よって私は、認定したいというふうに思いま

す。また、付帯意見はございません。 

○高橋委員 

 努力して決算に至ったと、そういったこととそ

れから今後も努力を続けていくという前向きな内

容が数多く感じられましたので、私どもは付帯意

見をつけずに認定いたしたいと考えます。 

○栗田委員 

 基本的には認定すべきものと考えております。 

 それで、付帯意見は格段必要ないということで

認定したいと思います。 

 各委員からいろいろな意見が出ていましたけれ

ども、平成24年度の決算については政権変わる

前、民主政権下の大変厳しい中の決算ということ

で、そういう見方をすると非常によく頑張ったな

という、その足跡を垣間見ることができます。25

年度以降、多分、いろいろな部分で攻めの戦術が

必要になってくるのかなという気がします。 

 そういうことを期待しながら、24年度を認定と

したいと思います。 

 以上です。 

○近藤委員 

 平成24年度網走市各会計歳入歳出決算について

は認定をすべきものというふうに考えておりま

す。 

 決算審査特別委員会内でさまざまな議論がなさ

れましたけれども、10年連続で単年度黒字決算は

達成しているものの、やはりその財政状況という

のは決して柔軟な財政運営ができるようなレベル

ではないと、まだまだ厳しい状況にあるというこ

とは今回の特別委員会での議論を通じて明らかに

なったことであります。 

 ただ、そういう状況でありながら、やはり必要

な部分にはきちんと手当をしていくのだと、ただ

借金を減らせばいいというためだけに財政再建を

やっているわけではないという行政サイド側の考

え方もしっかりと伝わってきたということもあり

まして、全般的な財政運営の方針についても確認

できたということで認定をしたいというふうに考

えております。 

 特別会計についていうと、能取漁港整備、それ

から網走港整備、これは毎年、議論になるのです

けれども、土地の売却がなかなか課題になってい

るということもありますが、これは継続的な課題

としてこれからもしっかり取り組んでいっていた

だく必要があるだろうというふうに考えていま

す。 

 この認定につきましては、特段、付帯意見をつ

けずに認定をすべきものと考えます。 

 以上です。 

○平賀副委員長 

 私からも意見を述べさせていただきます。 

 基本的に会派としては、先ほど金兵委員からも

ありましたとおり認定すべきものと、また付帯意

見を付してということになるというふうに思って

います。 

 私としては、まず上げられるのはそもそもの所

期の目標設定というのが必ずしも明確でない事業

というのも幾つか見られるというふうに思ってい

るのと、事後の評価の法定書類については、もう

少し踏み込める点があることや、表記の仕方にば

らつきがあることも今回は目立ったかなというふ

うに思っております。 

 また、指定管理者制度について質問させていた

だきましたけれども、効果の最大化という点では

まだまだ改善が必要な点もあるのかなというふう

に感じたところであります。 

 また、財政のほうは健全化に向けて事業は順調

に推移しておりますけれども、一方で職員のモチ

ベーション維持をどう担保していくのかというと

ころは、まだまだ状況を見ていかなければならな

いなという気もいたします。 

 特別会計につきましては、それぞれ運営をされ

ておりまして、中には厳しい会計もあり、中には

赤字が続いている会計もあり、改善される必要が

あるという状況にはありますけれども、その状況

の中でも努力はされているのだろうというところ

は読み取れるなというふうに思いましたが、さら

なる努力をこれからもしていく必要があるという

ふうに感じたところであります。 

 以上です。 

○七夕委員長 

 次に、認定第２号について各委員から賛否、認

定、不認定と総合的な意見について発言をしてい

ただきます。 

 なお、水道決算につきましても、前年度は付帯
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意見をつけることなく結審をいたしましたが、こ

の付帯意見を付すか否かについてもあわせて発言

をお願いいたします。 

○金兵委員 

 認定第２号なのですけれども、まず昨年度は大

きな断水事故があったということも踏まえまして

老朽化が進んでいるということははっきりとわ

かっているのかなというふうに思います。 

 今後、市民生活に影響を与えないように適切な

時期の布設がえ、また補修などを進めていただく

ことを引き続き求めていくとともに、人口減少の

関係から給水人口が減少してくるということもか

んがみながら、適切で、また透明性のある財政運

営に努めていただくことを求めたいというふうに

思いますので、私どもとしては付帯意見を付して

認定をしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○飯田委員 

 水道企業会計では２回目の断水事故ありまし

た。１回目から予防保全型という政策転換なりま

した。 

 実際に今、２回目の破断を受けて調査検討委員

会が開かれて、もう少しで結論というか、委員会

の結論が出ると思います。 

 その中で、実際、どういう形で保全型の計画を

導水管を含めてなしていくかということがまだ出

ておりません。特に今回は水道事業料金改定の委

員会、開会中継続になって開かれます。 

 そこでの議論もそれに関連しての議論があると

思います。私は、今回の２月にあった25年度中の

事故については導水管の更新並びに緊急対策、そ

れからリスク管理ということでは、それはそれな

りに評価して、実際、結論がまだ特別委員会が出

ていないということですから、料金改定等含めて

の議論を待ち、その中でさまざまな水道が持つ課

題なり、そういうものが出ると思いますので、24

年度中の水道事業会計については一応、認定する

ということで、次の年度にまたがりますので認定

したいと思います。 

○山田委員 

 認定第２号の水道事業会計決算においても認定

をいたしたいというふうに思います。 

 また、同じように付帯意見をつけないというこ

とでお話しさせていただきます。 

 なかなか給水人口の減少を食いとめることが難

しい中、地域経済の低迷や節水意識の向上、節水

商品の普及により、収支につながる給水量の増加

は難しいと思われます。 

 今後、施設の修繕や更新などの費用が見込まれ

ていますが、さらなる経費の削減などを努力をし

て運営をしていただきたいと思います。 

○井戸委員 

 認定第２号水道会計決算につきましては、私は

認定したいというふうに思います。 

 導水管を含め、設備の老朽化が進んでいる状況

にあります。その更新には多額な支出が今後、予

想されるわけであります。 

 市民生活になるべく影響を与えないような適切

な計画を立てて、更新や補修を進めていただきた

いということを強く望みます。 

 給水人口が減少している中、適切な財政運営に

加えて努めていただきたいというふうに思いま

す。 

 付帯意見に関してはつけないということです。 

○高橋委員 

 私たちもこの水道事業会計につきましては認定

いたしたいと考えます。 

 導水管の古くなったところ、これは計画的に引

き続き効率的に更新を実施していただきたいと、

こういったことを感じました。 

 また、付帯意見は、これもつけないということ

でございます。 

 以上です。 

○栗田委員 

 基本的には認定第２号については認定したいと

思います。 

 付帯意見は特別ございません。 

 コメントも特別ありません。 

○近藤委員 

 認定第２号平成24年度網走市水道事業会計決算

については認定すべきものというふうに考えま

す。 

 市民の大切な生活インフラであります水道なの

ですけれども、老朽化も進んで破断事故など課題

も多い中で、それをうまく事故にならない形で未

然に発見をすることや、起きてからも水をとめず

に修復できるような手だての構築など、今、でき

る形での対応をしっかりととってきているという

ことが今回の決算内容からもしっかりと読み取れ

ましたので、認定をすべきものと考えます。 
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 付帯意見は、特につける必要がないというふう

に考えます。 

 以上です。 

○平賀副委員長 

 私は付帯意見を付して認定という立場でござい

ます。 

 導水管の事故もあったということで、いろいろ

種々対応されているところも理解をさせていただ

きますが、一番、私としては気になったところは

財政指標の悪化がこれまでと比較して急に大きく

なったところが非常に気になるところでありま

す。 

 さまざまな状況を勘案しながら財政の運営には

当たっていく必要があるというふうに改めて感じ

たところでありました。 

 以上です。 

○七夕委員長 

 以上で、各委員の賛否についての発言を終了し

ます。 

 ここで暫時休憩いたします。 

午前10時24分 休憩 

 

午前11時05分 再開 

○七夕委員長 

 休憩前に引き続き、再開します。 

 先ほど各委員から、認定第１号及び認定第２号

について賛否と総括的な御意見をいただきまし

た。 

 認定第１号につきましては、大方の委員の意見

として原案認定すべきものという発言があり、ま

た付帯意見を付すという発言がございました。 

 認定第２号につきましては、大方の委員の意見

として原案可決すべきものという発言があり、ま

た付帯意見を付すという発言がありました。 

 ここでお諮りをいたします。 

 まず、認定第１号平成24年度網走市各会計歳入

歳出決算については、大方の委員の意見として原

案認定すべきものということで取りまとめさせて

いただきますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 異議がありませんので、認定第１号は、大方の

委員の意見として原案認定すべきものと決定をし

ました。 

 なお、認定第１号については、付帯意見を付す

という発言がございましたので、付帯意見を付す

か否かについて御協議を願います。 

 栗田委員。 

○栗田委員 

 付帯意見はつけないということでお願いしたい

と思います。 

○七夕委員長 

 以上で、各委員の付帯意見を付すか否かについ

ての協議を終了いたします。 

 ただいま協議した結果、各委員より認定第１号

については、大方の委員の意見として付帯意見を

付さないという発言がありました。 

 ここで、お諮りいたします。 

 認定第１号平成24年度網走市各会計歳入歳出決

算については、大方の委員の意見として付帯意見

を付さないということで取りまとめさせていただ

きますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 異議がありませんので、認定第１号は、大方の

委員の意見として付帯意見を付さないことに決定

をしました。 

 次に、認定第２号平成24年度網走市水道事業会

計の利益の処分及び決算については、全委員の意

見として原案可決及び認定すべきものということ

で取りまとめさせていただきますが、これに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 異議がありませんので、認定第２号は、全委員

の委員の意見として原案可決及び認定すべきもの

と決定しました。 

 なお、認定第２号については、付帯意見を付す

という発言がありましたので、付帯意見を付すか

否かについて御協議を願います。 

 高橋委員。 

○高橋委員 

 付帯意見はつけないということで、お願いいた

します。 

○七夕委員長 

 以上で、各委員の付帯意見を付すか否かについ

ての協議を終了いたします。 

 ただいま協議した結果、各委員より認定第２号

については、大方の委員の意見として付帯意見を

付さないという発言がありましたが、ここで、お



 

－ 180 －

諮りいたします。 

 認定第２号平成24年度網走市水道事業会計の利

益の処分及び決算については、大方の委員の意見

として付帯意見を付さないということで取りまと

めさせていただきますが、これに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 異議がありませんので、認定第２号は、大方の

委員の意見として付帯意見を付さないことに決定

をしました。 

 以上をもって、本委員会に付託された案件の審

査はすべて終了しましたが、閉会することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○七夕委員長 

 ここで私から一言ごあいさつを申し上げます。 

 去る９月10日、平成24年度各会計決算審査特別

委員会が設置され、私が委員長に、平賀貴幸委員

が副委員長に選任されまして、延べ４日間にわた

り審査をいただいたわけでありますが、この間、

委員の皆様におかれましては大変、熱心に審査を

いただき心から感謝とお礼を申し上げます。 

 それでは、以上で、特別委員会を閉会いたしま

す。 

 大変、御苦労さまでした。 

 

午前11時10分 散会 

 

 


